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日本地域におけるコメツキムシ科の分類学的覚書 ( I ) *
鈴 木 互**

日本のコメッキムシ科については, これまでに多
くの分類学的な研究か公表されており, その概要に
ついては, ほば明らかにされたといってもよいだろ
う. しかし, 戦前までに命名記載された種について
は, 簡単な形態記載のもとに
命名されたケースも多く, 原
記載を読/し, だだけでは正確に 、

種の同定がで きないものも多 、

い. それゆえ, われわれ力'現 、
在, 種と呼んでいるものの中に 、
も, 本当に原著者かいってい
た種であるのかどうか疑間か
もたれるものや, 戦前に記載
されて以降まったく追加記録
のない不明種や疑間種といっ
たものも多い. このような問
題を解決するには, 基準標本
や実際に記録に用いられた標
本を再検、iするのがもっと
も確実な方法ではあるが, コ
メッキムシの基準標本の大、l
か外[  に保言されている日
においては, 検討することが
これまで容易ではなかったよ
うだ. 近年になって大平t専士
はョーロッ・ 、各地に保11; され
ている基準標本を盛んに調査
し, これまで容易に認識する
ことのできなかった種を中心
に多くの不明種の正体を明ら
かにしている. しかし, まだ
検討を要するものかいくつも
残されているようである・ 図 1者は1985 年と1986 年に

基

f
-,

ョ ーロ ッ・ 、 や台湾の研究機関を訪ね, 口本各地から
記載された多くの基準標本や記録に用いられた標本
を調査することかできた. その結果, 分類学的に新
たな処l,fiを必要とするものや分イllについてl'き留め

ておく必要のある種かいろい
ろと出てきた. そこで, 調査
か明らかになったものについ
てここに報告していこうと思

' う. ここで取り扱うコメッキ
/ ムシは, 目本産のものだけに

, は限らず, 口本と生物地理学

E:tathotis brunneus ( LEWIS), クリイロツヤ
ハダコメツキ. ,,、; ' l,、ナラパー一フ山P、f .

的にも関係の深い大陸地域や
樺太, 台湾といった近隣地域
のコメツキムシについても触
れてみたいと考えている.
本文に入るに先立ち, 有益
な助言を陽つた生理学研究所
の大平仁 博士,  コメッキ
ムシの基準標本の調査に際
し, 種々こ配慮頂いたMiss
C.M.F. yon HAYEK( Br it ish
Museum, Nat. Hist. ) ,Dr.C.
GIRARD, Dr. N.BERTI, Dr.
J. CHAssAIN (Museum Na-
tional d'Histoi re Naturel-
Ie, Paris), Dr. L.BAERT,
Mr.J. COOLS( Institut Roy-
al des Sciences Nature1les
de Belgique), Dr. S. -C
CHIu ( T a i wan Agr icul-
tur a l Research Institute,
Taichung)  の各 に厚くお
礼中し上げる.

* Taxonomjc notes on the Far Eastern Elateridae (ColeoPte「a)(I)
** wataru sUzUzI, Laboratory of Entomology, Tokyo University of Agriculture,   Saku「a9aOka, Seta9aya-ku,

Tokyo 156, Japan
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(1 ) 92 年ぶりに発見されたコメツキムシ
L imontus brunneus Lil、、ls について

Limonius brunneus は , 1881 年に LEWIS か
Nikko ( 日光) て採集した2 個体の標本に基づい
て, 1894 年に記載されたコメツキムシである.  し
かし, その後の記録はまったくなく, これまでi送の
種とされてきた. 口本のコメッキムシをまとめた
MIwA (1934 ) も本種については言及せず, LEWIS
(1894) の原記載を引用するにとどまり, その実体
についてはまったくイ明であった. 岸 j t: (1985 a)
は LEWISの原記載から判断して力タアカホソコメ
ツ キム シ Athousius humeral is (MlwA, 1927)
の の可能性かあることを示唆した力', 大平 (1985)
は, 本種の基準標本を調査し, l;井の前出の種とは
まったく異なるコメッキムシであることを指摘した.
さらに大平 (前出) は, 本種の特異な形態を記載し,
その特徴からScuteuathous やH,armtnathous
といった目本の属に近緑なグループ〔日本から既知
の属には当てはまらない別の属〕 に所属するものだ
ろうと述べた.
者は幸いにも一昨年本種の基準標本をBritish

Museum (Nat. Hist ) で検することかでき, 本
種か Elathous属に所属するものであることを確
かめることかできた. 調査することのできた1 d、l
9 の標本はいずれもsyntypeとされていたので,
この機会にc'をlectotypeに, をparalectotype
に指定しておきたい. また, 昨年フランスをll;11ねた
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図 5-6. Etathous brunneus (LEWIS), クリィロツヤハ
ダコ ツキ, ,1' ; '理'腿県ナラパラl1l f f.. - - 5,

イi触角 (right antenna) ; 6, イ1後股 (right hind
leg).

際 , 本種と思われる四国産の標本を偶然 Dr .
CHAssAINのコレクションの中から見いだすことか
できたので,  ここに原記載以降最初の記録として報
告しておきたい.

E lathous b ru nneus (LE、、'Is, 1894), com b
n o v . クリイロツヤハダコメツキ (改称) (図 1-6)

Limonius brunneus LEWIS, 1894, Ann. Mag.
n a t . Hist., (6) , 13: 195-196  (Ni kko). -

SCHENKLING, 1927, Coleopt. Cat., pars
88 (Elateridae II) : 292. - MlwA, 1934,
Dept. Agr., Gov. Res. 1nst. Formosa
Taihoku, (65) :106-107. -0HIRA, 1970,
Nature and Insects, Tokyo, 5 (7) :
24. - KIsHII , 1985, Gek kan Mushi,

図 2-4. Elathous brunneus(LEWIS),  クリィロツヤハダコメツキ,
・ ; ' ・ l,けラハラl llPt - - 2,  量自部 (head)  ; 3,  前脚 ' f

,-;後角 (left posterior angle of pronotum) ; 4,  雄.,. l l器
面(male genitalia, ventral view).

一    2

Tokyo, (175) : 9. -0HIRA, 1985,  Cole-
opterists'News,Tokyo, (70) :5, fig.

Limonius brunnea: MITsuHAsHI, 1936,
In Toshogu, Plants and Animals of
Nikko. p 440. -1NAIzuMI, Bull. Coll.
Agr. Utsunomiya. Univ., 6 .(1) : 32.
体長約 10 mm.  体は細く,  ほば-平行状.
背面は粟色を「,- するか, 前胸背板基部および
上趨両縁は赤掲色となる. 触角は褐色で, 肢
および腹[fn-は黄褐色~赤褐色を する. 頭部
はペソ状の点刻をやや密布する. 前胸背板は
やや膨隆するか, 後方中央部には不明瞭な刻
印か認められる個体 ( 目光産) や, 消失する
個体 (四国産) かある. 前胸背板表面はペソ
状の明瞭な点刻をやや散イh し, 強い光沢を有
する. 前 両側は,  -・, では後角手前でやや強
く湾入し, 後方にやや広かるか,  9 では弱く
波曲し, 後方へ伸びる.
本種の生態については不明であるか, これ
までに得られた標本のデータから考えると,
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他のコメ ツキムシなどに比べて遅く 出現するようで
ある.
分布 : 本州, 四国 (新記録) .
L ECTOT YPE (here designated) , with

the following inscr iption on four labels: “11.
8. 81 [underside of car d mount]”; “Nikko.
10. v i i i . -18. vi ii 81”; “Limonius b runneus
Lewis cl、 Type”; “SYNTYPE”(in coll. Brit.
Mus. Nat. Hist ; Elateridae box n o 374) .
Paralectotype , wi th the following inscr ip-
tion o n four labels: “11. 8. 81 [underside of
card mount] ”; “Nikko. 10. vi i i. -18.vi i i 81.”;
“L imon ius b runneus Lew is 9 Type”;
“SYNTYPE”(in coll. Brit. Mus. Nat;-Hist. ;
E later idae box n o 374). 1(i、 (figs. 1-6), Mt.
Narabara, Ehime pref., Shikoku, Japan, 10.
viii. 1975, Y. YAMAoKA leg. (New to the fauna
of Shikoku ; in coll. Dr. CHAssAIN, France).

Elathousは,  ヨーロッパ産の2 種のコメッキム
シに対して, 1890 年にREITTERによって設立され
た属である. 比較的小さな属で, これまでにヨーロ
ッパから3 種, 」ヒ米から4 種〔うち1 種はsynonym
という〕が知られているにすぎない. 本属は
ScHwARz (1906) によって, Leptoschema属の
synonymとして取り扱われたこともあったが, 口
器の開き方の連いから区別され, 現在両者はそれぞ
れ異なる族に納められている (STIBIcK, 1970).
本属は次のような特徴を有する. 頭部 (図2) は
前縁近くで強くくぼみ, 前縁は前方へ伸張し切断さ
れる. 触角は短く, 前胸後角に届く程度, 第2 ・3
節は短いか, 幅よりは長い. 第2 節は3 節よりわず
かに長く, これらを合わせたものは第 4 節とほば同
長もしくはわずかに長い. 第4 節より鋸歯状を呈す
る力i, その程度は先端に向かって徐々に弱くなる.
複眼は大きく, その幅は両複眼間の半分より幅広い.
前l胸背板は長く, 後角には1 本の隆起線を側緑に沿
って備える (図3) . 前 側板後縁はほぼ直線状で,
後角の近くで内方へ湾入しない. 前胸腹板線は二重.

f節は細長く, 単純.
* この属はT'atu,anathous属やHarmtnathous
属に似ているが,  触角第2 -3 節か短いことで容易
に区別することができる.

(2) Cori,mbites p raenobilis Lt:、、l、、 と
Cor1lmbites notabilis var. niger MI、、A
について

Corymbites praenobi iis L EW IS は, Idzu,
Yokohama, Yuyamaの3 カ所を模式産地とし
て記載されたコメツキムシである. これまでにいく
つかの記録かあるが, いずれも本種を正確にとらえ
たものではないようである. 本種のsyntypesは
現在 Br itish M useum (Nat. Hist ) と台湾省農

* Taiu1anathous と Harminathous属lこついては,
別に報告の-1,定.
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業試験所の2 カ所に保管されている. このうち,
LEWISが“Type”とラベルに記したIdzu産の個
体 〔=本論文で lectotypeに指定する〕はBMに
あるが, これは図7 に示したように, CANDEZEか
Japonから1889 年に記載したオオシモフリコメツ
キ Corymbites orientalis 〔現在は Actenicerus
属に所属している〕と同じものであることが, 今回
の type調査によって判明した. 一方, Yuyama
産のsyntypeは台湾省農業試験所にあるが, この
個体は“Type”と記した Idzu産のものとはまっ
たく異なる形態を有していた. そして, これかわれ
われかクロナガヒラタコメッキ Paraphotistus
praenobilis (LEWIS) という名前で従来呼んでい
たものに一致することが明らかになった.

1928 年にMIwAは, Mt. Takaoで採集された
コメッキムシ〔個体数不明〕に対し, Corymbites
notabi lis var. nigerと命名したか, のちにMIwA
(1934)は, 台湾にある前出のYuyama産のsyntype
を調査し, この変種を praenobi lis のsynonym
として処理している. しかし, 先に述べたように,
LEWISか“Type”と記した標本はオオシモフリコ
メツキのsynonymであることが判明したので,
従来クロナガヒラタコメツキと呼んでいたものに対
してntgerという学名が生きてくることになる.
以上のようなことから両種の学名を整理すると次
のようになる.

Actenicerus orielt ta lis (C 1,、'Di1zE, 1889 )
オオシモフリコメツキ ( = ヒメシモフリコメツキ)

Corymbites orientalis CANDlizE,1889, Annis.
Soc. ent. Belg., Bruxelles, 33 : 114 (Japon)
[examined, syntypes?].

Corymbites (Actenicerus) pruinosus: ScHENK-
LING,  1927,  Colepopt. Cat., pars 88 (Ela-
teridae II) : 368 (Japan) (part).

Corymbites ( Acterucerus) pruinosus Mcyrs-

cHULsKY var. orientalis: MIwA, 1934, Dept.
Agr ., Gov. Res. Inst. Formosa, Tai hoku,
(65) : 115-116.

Actenicerus akitu K lsHll, 1955, Akitu, Kyoto,
4 : 20 & 22, figs 2-3, 7, 15 and20 (Kasuga,
Nose-Myoken, Sukayu, 0ze, Aizu, Nozir i,
Shigakogen,  Kamikochi,  Gi fu, Ser io and
M t. Da isen ).

Mouoea akit u : BABA & 0HIRA, l956, Kontyti,
Tokyo,  24 : 10 (Sade Is ) . - K IsHII,  1958,
Ent. Rev. Japan, Osaka, 9 : 28 (Sobosan,
Takatihonomine) .

Actenicerus or ientalis: 0HIRA, 1970, Nature
and Insects, Tokyo, 5 (9) :20, figs 264,273.

Corymbites praenobi tis  LEWIS,  1894,  Ann.
Mag.  nat.  Hist., (6),   13 :259 (Idzu, Yo-
kohama and Yuyama) [examined, fig 7].
Syn n o v .

-  3  -
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Cory mbites (Neopr isti1ophus) praenobilis:
ScHENKLING, 1927,  Coleopt.  Cat., pa rs 88

(Elateridae II) : 384 (Japan).
分布 : 目本 (北海道, 本州, 四国, 九州, 佐渡,
対馬) .

Corymbites or ientaLis CANDEzE. SY N-
TYPES? : lex.  [19.5-20mm],  with the fol-
lowing inscription on five labels : “Col l. R. I.
Sc. N.B./ Japon”; “Col lection E. CANDEzE”;

“n. sp. 0rientαLis cdz Japon”; “Corymbites
o r ienta l is Cand det. E. Candeze”; “E. Can-
deze yid Corymbites or ientalis Cand”. lex.
[15.5mm], w i th the fol lowing inscr iption
on four labels: “Col l. R. 1. Sc. N. B. /Japon:
“Co llec t io n E . CANDEzE”; “Corymbites
o r ientat ts Cand det. E. Candeze”; “E. Can-
deze yid Corymbites orientalis Cand”. (both
in co ll . Ins t. Roy. Sc i . Nat . Belgique ;
E la ter idae box no 489).

Corymbites praenobi i is LEWIS. L ECT 0 -
TYPE (here designated), sex undeterm ined,
with the following inscr iption on five labels :
“Japan. G. Lewis.  1910-320.”; “Idzu m a y

15”; “Corymbttes praenobil is Lewis Type”;
“SYNTYPE”;  “Type H. T ”( in col l. Br it.
Mus.  Nat.  Hist. ;  E later idae box n o 395) .
Paralectotype : lex., with t he following in-

scr iption o n four labels :  “Japan G. Lew is
1910-320.”;  ”Corymbites praenobi lis Lewis
Cot type”; “White leg”; “SYNTYPE”(in coll.
Br it_ Mus. Nat. Hist. : E later idae box no 395).

Paraphotistus niger (MlwA.  1928) , comb
et stat nov. クロナガヒラタコメツキ (図8)

Corymbites notab iLis CANDEzE v a r . niger
MIwA,1928, Insecta Matsum., Sapporo, 2 :
142, pl 5, fig. 18 (Mt. Takao)  [examined,
fig 8] .

Corymbites (Selatosomu,s) notabiLis CANDEzE
var . praenobiLis : MIwA, 1934, Dept. Agr.,
Gov . Res . I ns t. For mosa, Taihoku, (65) :
121 (nee LEWIS, l894) (part).

Paraphotlstus notabi lis CANDEzE a b fo r m
praenob i l is : K1sHIl, 1966, Ela ter i dae of
Kyoto an d its adjacent region. Bio1. Lab.,
Heian H igh School, Kyoto, p 54 (Kibune,
Ofuse, Nanzenj i).

Parapho tistus praenob iLis : K lsHI l , 1982,
Bull. Heian High School, Kyoto, (26) : 39
(nee LEWIS, 1984).
分イlJ : 日本 (本州 ).
このコメッキムシは, K IsHII (1966) によって
オオナガヒラタコメッキを基にParaphot istus属か
設立された際には,  notabiiisの 異常型として

第 75, 76 号 (1987 年3 月 )

処理されたが, のちに KIsHII (1982) によって独
立種とされた. 最近になって岸 - (1985 b) は,
Paraphot istusをAphotistus属の亜属として扱
っているか, ここでは従来の扱いのままにしておいた.

LECTOTYPE (here designated), sex unde-
termi ned, with t he fol lowing inscr iption on
s i x labe ls : “M ont Takao, pr . Hachioj i ;
Japon: 18-5-13 Edme Gallois”; “Corymbites
notab i t i s v a r . niger det . Y . Miwa。”;
“Corymbites notabi i is var .  niger DET. Y.
Miwa”;  “1243”;  “Type” (in co l l.  Ta i wa n
Agr icultural Research Institute, Taichung).
(3) Beminelsol uus hgperboreus

(GYLLENHAL.1829) について
本種は全」ヒ区の北部地域に広く 分布する種で, 目
本のチャグロヒサゴコメッキやミヤマヒサゴコメッ
キに一一見似たコメッキムシである. 極東地域からは
満州, アムール, カムチャツカ平島などから知られ,
日本からもSTIBIcK (1979) によって記録されてい
る. 者は, STIBlcKの日本からの記録に疑間をも
ち,  ヒサゴコメッキの仲間の標本があればとくに注意
してきたが, いまだに本種に相当するコメッキムシ
は目本地域から見いだせないでいる. STIBIcKやョ
ロッハのコメッキムシの研究者によれば, 本゙種
は決して珍しい ではなく, 生息地がわかれば多く
の個体を見い出すことかできる″としている. もし,
日本に本種力'分布しているのなら, これまでにどこ
かで少しぐらい採集されていてもよいはずである.
それだのに, Sr IBIcK (1979) の記録以外これまでに
日本からまったく記録がないということは, 暗に本種
の生息の可能f生をﾛ、定しているのではないだろうか
者は, STIBIcK (1979) が日本から記録するの

に用いたと思われる標本を, ベルギー王室自然科学研
究所で調査することかできた. 標本の状態はあまり
よくなく, 触角は基部近くから欠損してしまってい
たが, 明らかに本極であった. デー ター はCAN-
t:)EzEの手書きで“Japon”となっており, 残念な
から詳細な地名についてはわからなかった. べルキ'
- のCANDEzEのcollect ionは, 標本やラベル,
針の状態のとくに悪いものは, 標本を作り直してある
場合も多いので, その際ラベルの付け間違いがあっ
たのかもしれない.  しかし, 口本の北部近隣地域か
らは多くの, ?がなされていることを考えると, まだ
調査の一t一分でない.iヒ海適あたりは注意が必要かもし
れない.
ここでは, 日本からこのような種のコメッキムシ
か記録されていることを紹介するとともに, 新たに
北朝鮮の分布の確認かできたので報告しておきたい.

Be m ine lso n ius h!jperbor,eus (G、l i t:、lIAl.
1827)  (図9)

Elater hyperboreus GYLLENHAL,1827, Ins. SueC.,
4 : 35 (Lapland).

-  4  -
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甲虫ニュース

Elater pianatus EscHscHoLTz, 1829, In THoN,
Entomologisches Archly, 2 (1) : 34.

Cryptohypnus hyperboreus:  GERMAR,  1844,
Z. Ent. (Germar), 5 : 134.

So l iocerus 1iyperboreus : MoTscHULsKY, 1859,
B u l l. phys. ma th. Acad. St. Petersb., 3 :
228.

Hypno idus hyperboreus : ScHwARz, 1906, In
WYTsMAN, Genera Ins., 46 (Elateridae) :
152.

Hypnoidus (Cryptohypnus) hyperboreus:
SCHENKLING,  1925,  Coleopt.  Cat., pars 80
(Elater idae I) : 200.

Hypolithus (Hypnoidus) hyperboreus: LANE,
1948, Proc ent. Soc. Wash., 50 : 223.

Hypnoi dus (Hypnoidus) hyperlboreus :
HoRIoN, 1953, Ent. Arb. Mus. Frey, Tutz-
ing, 3 : 215.

Bern ine lson ius hyperboreus : LEsEIGNEUR,
1970, Suppl. Bul l mens. Soc. f inn. Lyon,
41 : 105 .

体長 5-7 mm . 体は細長く11111平で, 色彩は黄
色から暗赤掲色まで変異かみられる (今回調査でき
た北朝9 y産の個体は,  すべて黄掲色で �った).   前
背板は幅/長さ力' ほば等しく, 表面はまばらに点刻
を備えるが, 中央には縦隆線をもたない. 後胸腹板
と後趨の長さはともに正常で,  いちじるしく縮小し
たりしない .
本種は一見, チャグロヒサコ コメツキHypolithus

brunneofuscus (NAKANE,1954) に似るか, 体は
より小型で局平であること,  cf父尾器側片先端部は
単純で, 外側にまったく実出しないなどの点で区別
することかできる.
分布: ヨーロッパ (アルプス山脈周辺地域,  ラッ
プランド),  ロシア, モンゴル, 北朝鮮 (新記録),
満州,  日本 ( ? ),  アラスカ.

lex., with the following inscr iption on f ive
l abels : “Col l. R. I.、Sc.  N. B./ Japon:”;
“Col lecti on E.   CANDEzE” ; “Saxati l is Lew.
Japon [CANDEzE's handwriting]”; ''Cryp-
tohypnus saxat i l i s Lew dot. E. Candeze”;
“Rhigisbernus hyperboreus Gy11. Dot. J. N、 L.
S t ibi ck l967” (in col l.  Inst. Roy. Sci. Nat.
Belgique). 15exs. (fig 9), Hakutosan, North
Korea, 31. vii i935, T. KusANAGI leg. (New
t o fauna o f No r th Korea ; in co l l . T a i wan
Agricultural Research Institute, Taichung).
(4) Crljptoh!jpnus ciaefactus Lawls について
このコメッキムシは, G. LEWISにより Nikko

( 目光) で発見記載されて以降まったく追加記録の
ない種である. 本種の所属については, これまでに
さまざまな意見が出されている力',  いまだに本種と
認められる標本が得られていないところから考

第 75, 76 号 (1987 年3 月)

えると,  LEWIS (1894) の原記載から判断し, 処理
されたものと思われる. 筆者は, Br it ish Museum
(Nat.  Hist ) に保管されている1 個体のsyntype
を検することができた. 標本は, 図示したような形
態を呈し, KIsHII (1976) が推定したようにPro-
negastrius属のChibistrtus亜属に所属するもの
であることが判明した.

LEWIS (1894) は, 本種を記載するにあたり, 検視
標本数を明らかにしなかった. そのため, 今回調査
できた標本(syntype) 以外にも, どこかにsyntype
(s) が保管されている可能性があるが, BMの標本
には, LEWIS自身が直筆で“Type”と記したラベ
ルが付いており, 原記載にもよく一致するので, この
個体をlectotypeとしてここで指定しておきたい.

Pronegastrius ( Cttibistr ius) cinefactus
(LEWIS, l894)   (図 10)

Cryptohypnus cinefactus LEWIS, 1894, Ann.
Mag na t. Hist.,  (6), l3 : 188-189 (Nikko)
[examined, fig. 10].

Quasimus cinefactus: ScHENKLING, 1925,
Coleopt. Cat., pars80 (Elateridae I) :215.

Zorochrus cirtefactus : MIwA, 1934,  Dept.
Agr., Gov. Res. Inst. Formosa, Taihoku,
(65) : 90.

Hypnoidus cinefactus : MITsuHAsHI, 1936, In
Toshogu,  Plants and A n im a ls of N i k ko.
pp 439-440.

Negastrius cinefactus: INAIzuMI, 1965, Bull.
Coll. Agr. Utsunomiya Univ. , 6 (1) : 27. -

OHrRA,  1970, Nature and Insects, Tokyo, 5
(2) : 33.

PronegastrLus? (Ch ibist r ius) cinefactu,s:
KIsHII, 1976, Bu l l. He ian High School,
Kyoto,  (20) : 27.
今回の LEWISの基準標本の調査によって, 本種
は KIsHII ( l976) が Marunuma in Nikko (日
光丸沼 ) から記載したニツコウチビミズギワコメッ
キ Pronegastrius (Chibistr ius) nikkoensisに
酷似することがわかった. そこで筆者は, その基準
標本と KlsHII (1976) の nik koensisの原記載と
を詳細に比較検‘i、l したが, 色彩や形態的特徴はきわめ
てよく一致し, 小幅板かいくぶん膨隆することや,
上趨力'基部近くで側方に拡張しない点以外には, 決
定的な区別点を見いだすことができなかった. 両種
の type localityがNikkoであることから考える
と,  これらは同じ種である可能性が高いが, ともに
原記載以降まったく発見されていないので, ここでは
なんともいえない. 今後, 多くの個体をそろえたう
えで再検討する必要があろう.
分布. 本州 (日光).
L ECTOTYPE (here designated), sex unde-

termined, with the following inscr iption o n

four labels : “N i k k [underside of card

- 6  -
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mount ]”; “Japan. G. Lew is . 1910-320. ”
“Cryptohypnus cinefactus Lewis Type”
SYNTYPE”( in col l. Br it. Mus. Nat. Hist.

E later i dae box no 341) .

(5)   ヤマザキヒラアシハナコメツキについて
ヤマザキヒラアシハナコメツキは, 美大島で採
集された個体に基づいて台湾のヒラアシハナコメツ
キCardiotarsus palLtdipes MIwAの亜種として
記載されたものである. その後, 分布として沖縄本
島が追加されたか, 台湾のものとの亜種関係には疑
間力'もたれていた (鈴木, 1985) . 昨年の春の調査
で, 台湾省農業試験所に新竹産のヒラアシハナコメ
ツキの syntype標本 (図 11 ) が保管されている
ことがわかり, 比較したところ両地域のヒラアシハ
ナコメツキの間には, 次のような連いがあることか
明らかになった.
台湾産 (図11) : 体は約 7 mmと小型で, 黄掲
色~ 茶褐色の触角と脚を除いて全体黑色. 触角第2
節は細長いが, 3 節よりわずかに短い. 前胸は幅広
く長さの約1.15 倍に等しい. 背板は強い光沢を有
し, 点刻は細かくまばら. 前胸側緑は外方にやや張
りだし, 強く孤状を する. 上趨条線は基部でやや
強く印刻される力' , 後方に向かって徐々 に班5 くなる.
日本産 (図12) : 体はやや大きく強壮で, 全体黄
掲色~築色を呈する. 触角第2 節は幅よりは長いが,
第3 節より明らかに短い. 前胸は幅と長さかほば等
しく, 背板は点刻を密布し光沢は鈍い. 前胸側縁は
ほぼ平行で外方に強く張りだしたりしない. 上題条
線は明瞭で後方まで強く印刻される.
以上のように,  口本産のものは台湾産のものに比
べかなり異なる形態を呈していたので, 日本産のヤ
マザキヒラァシハナコメッキは台湾産の亜種ではな
く, 近緑の別種としてここでは取り扱うことにした.

Cardiotarsus yamazakiiOHIRA, 1968, stat
n ov . ヤマザキヒラアシハナコメツキ (図12)
Ca rdtota rsus pau idtpes yamazakii OHIRA,
1968, Bull. Aichi Univ. Educ., 0kazaki, l7
(Nat. Sci ) : 134 ( Yuwan-dake). - 0HIRA &
SUZUKI, 1985, Coleoptera of Japan in Color,
3 : 91, pl. 15, fig. l4. -SUZUKI, 1985, Gekkan
Mushi, Tokyo, (178) : 30, fig. B (Yonaha-
dake) .
分布 : 琉球列島 (奄美大島, 沖縄本島).
lex., Mt. Y onaha-dake, 0kinawa- honto ls.,

Ryukyu Isis., Japan, 4. v. 1974, M. KAMIsAKA
leg. ;1 ex (fig. 12.), same locality,19. v.1976,
T. 0GAsAwARA Leg. (both in coll. W. SUZUKI,
Tokyo) .

Nos 75, 76 (March 1987)

Summary
In the present paper, six Far Eastern species

of the family Elateridae are dealt with.  The
type ser ies of the fou r Japanese forms,
Limonius brunneus LEWIS, 1894, Corymbites
praenobtlis LEWIS,1894, Coryrnbites notabllis
v a r . niger MIwA,  1928,  and Cryptohypnus
c inefactus L EWIS, l894, a r e exa m ined and

their lectotypes are designated.
1) L im on ius b runneus LEWIS, i s tr ans fer red

to the g en us Eia thous REITTER an d newly
r eco rded fr o m Shi koku. It has not been
reco rded fro m Japan s ince the or iginal
desc ri ption given by LEWIS (1894). The genus
Elathou,s is simi lar to the Far Eastern genera
Ta iuuanat hous M I wA and Harm inathous
KIsHII in having large eyes, st rongly p r o -
d uced frontal margin and distinctly concave
frons, but can be distinguished from them by
the 2nd and 3r d antennal segments, which
are very small.

2) Cory rnb ites praenob itis LEWIS is s y n -

onymized wi th Actenicerus orientalis (CAN-
DEzE). Corymb ites notabi i is var. ' uger MIwA,
which has long been regarded a s a s y n o n y m

of C. praenobilis LEWIS, is treated here as an
independent species belonging t o the ge n us

Parapho tistus KIsHn .
3) BerruneLsonius hyperboreu,s(GYLLENHAL)

is recor ded for the first time from Nor th
Korea.

4) Cryptohypnus cinefactus LEWIS is trans-
ferred to the genus Pronegastr iusOHIRA. It

is suggested that Pronegastrius( Chibistrius)
n i k koens i s K IsHn m ay be a s ynonym of

ctnefactus.
5) Cardiotarsus pauidipes yamazakii

OHIRA is treated as an independnt species.
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0ホソハンミ ョウの北海道における2 箇所目の
分布地
ホソハンミョウ acirtdela(Eugrapha)gracilis

PALLAsは北1111道ではかなり少ないものらしく, 報
'', されているのは松本らによる旭川市の記録*のみ
のようである. -tl者はトー記において採集しているの
で, 適内における2 簡所l lの分布地として報 ' i- して
おく.

1 , , 小樽Ill緑, 7. ix. l986, 補JI- l~一久採集
Ill街地 に近い「r;陸地の雑本林の路上にいたもので,
採集時はfl ｢期しなかった.  その後,  ,・[ 1 を合め2 ,
同同地に行ったか, この個体以外には採集できなか
た. な:t;,  l:題には赤紋のない型である.
*松本央明・ 松本俊信, 1980, l ll ' i =ユース,

(50) : 15. (」ヒ海通小樽flj, 楠井善久)
0ツメアカマルチビゴミムシダマシの採集記録
ツメアカマルチビゴミムシダマシ Caedius fu.1-

viattl is NAKANE et MAsUMoT0 は1979 年に長野
ll,'1',' f人 市および東,,、都 ( ? ) ?liln多1事川産の標本を
基に記 されたゴミムシタマシであるが, 後者につ
いては用いられた標本か l935 年採集のものであり
現在のどoJ 場所に.ﾀ  、 '付るかはタX念なから判然と
ない.
一f,者は, かって本-169 ''J- (1985) に神条川県に
おける本?lの採集,i i録を報l'iしたが,  トー記のとおり他
の各地でも採 しているので報,lJしておきたい. 現
在までの既知確地は f者の知るかぎりでは l_記のほ
か, j本ll,1是利lljのみである.

21a'1, 埼1.111能谷fl j , 29. xi i984.
「埼1111.」動物、」(1978) には同じ熊谷rliからマ

ルチビゴミムシダマシ Caedius marinusとして
記録かあるかおそらく本 ﾏ lのことで �ろう

第 75, 76 号 (1987 年3 J] )
_ (65) : 1-289,  9 pls.

OHIRA,H., 1968. The Ela teri dae of the Ryukyu Archi-
pelago,  I V (Coleoptera).  Bull.  Aichi  Urlit,. Edue.,
Oka2aki, 17 (Nat Sci ) : 123-134.
大平i二大-,  1970 a. 日本のコメツキムシ (V ).  Ie!11と自然,

5 (71 : 19-24.
大平f 夫,  1970 b. 日本のコメツキムシ (VI ).  l l !llと自然,

5 (9) : 15-23.
大平f :1大,  1985. Limonius brunneus LEWISというコメ
ツキムシについて.  lfl !itニュース,  (70) : 5.
大平 f一夫・ 鈴本 ll:,  1985.  コメツキムシ科. e u'、1、l ,

久松定成,  佐々 治' 1之 ),  1111色口本Ill rtf図;l監,  3 :
52- 92, pis te-16.  保ｫ i社,  大阪.

STIBICK, J.N.L., l970. A revision of the genus Lepto-
schema of California with a key to related genera.
Pan-Pacif Ent., San Francisco, 4 : 153-166.

STIBICK, J. N.L., 1979. A revision of the Hypnoidinaeof
the world(Col. Elateridae). Part m. The Hypnoidinae
of Eurasia. Eos, Madrid, 53 ( for i977) : 233- 307
鈴本 11,  1985.  l中お題本島初記録のコメツキムシ3 ff,.  月

fitむし,  (178) : 30.
VAN DYKE, E. C., 1932. Miscellaneous studies in the

Elateridae and rel a ted famil ies o f Coleoptera_ Proc.
Cal f Acad. Sci., San Francisco,  (4),  20 : 291-465

_                                            (東京般大)

4頭, 東,、部府中lli fi ,lj , 5. xii. 1984 ; 6 頭,
同秋川,l l - L, , 27. v . 1985 ; 7頭, l ll梨111111梨市小
原西, 22. vi. l985.
最後ではある力' ,  いろいろとこ教,」、 いただいた益
本f_ 雄 , fsらびに標本細i?をお願いした酒jt-番氏
にl'fl くお礼中しl二げる.

(東,1,都iu-ll1谷区, 沢田和宏)
0サ トウナガゴミムシを黒事で採集
四国特産 lのサトウナガゴミムシ Pter os t ichus

( Paralianoe) satoi lsHIDAは, これまで石i追山
系と高細、l'島からのみ知られていたか, ti者らは,
四国南西部の高知県西上佐付 u Its ( 標高850 m)
で採集したので記録しておきたい.

1 .・2 ' , 6. i x. 1986. 広集樹におおわれた渓
a半のきわめて湿潤な_l:中か,,:,掘り出した. (子集
県船橋市, 笠原須磨生 ; 高知県高知市, 伊東善之)

8  -



C0LEOP「ERISTS'  NEWS

0ヨツポシヒラタシデムシ属の第 3 の種の存在
(予報)

ヨツポシヒラタシデムシ属 Dendro:1cena MoT-
scHuLsKYは,  ヨーロッパ産のD qu,adr imacu-
1ata (ScopoLI ) と東シベリァ, 朝鮮半島 (MRo-
czKowsKI,1966) 及び日本に産するョツポシヒラタ
シ デ ム シ I). sexcar inata MoTscHULsKYの 2 現
生種* で構成される小属であるか, 最近 者は林業
試験場の根原 寛氏のこ厚意により, 第3 の種の存
在を知ること力'できた. この I:)endroxenasp. は,
同氏のこ 教示によればJし州務島山周辺でのみ, とく
にいわゆる吹き上げで採集されるという.
手許の標本にもとづいた形態的相連としては, 頭
部の形状 (図1-3) と点刻の状態, 触角の長さと各
節の形状, 後腿節,  (f交尾器の形状, 趨響iの後部黑
紋の位lH 等に差異が認められ, 既知の種と識別でき
るようである. また1 o'のみでは少々 心もとないの
で, 川崎市の見山 博氏の保存する同一産地の個体
についてもお調べいただいたところ, 少なくとも触
角の形状では区別できるとお知らせいただいた.
次にヨーロッパ産の quadr imaculataとは,
EUDE (1971), REITTER (1908) やSCHAUFUSS

(l916) を参照しても判然としなかったか, 黑沢良
彦博士のこ「' i意で, 国立科学t専物館動物研究部所蔵
のEngland及びFrankfurt産をtf見することか
でき, 厚本市の西村正置氏からはSweden産の1
1、を恵与され詳細に検討することかできたので, 務
島山産の個体が独立種であると確信するに f ってい
る.
一方, so:1ccartnataには LEWIS (1888) か記載
した sitυaticaなるシノニムかあるので, 原記載に
'i った所, 基準産地は Chiuzenj i, Junsa i, Sa-

pporo とあり, 特に携島山産に適合すると思える
特徴は記されていないので, この種名を、'1てること
はできないようである. なお文献を渉猟していく内
に, MADGE (1980) は, 従来使用されていたIll名
Xy1odrepa C. G. THOMSON を Dendroxena
MosTcHuLsKYの新参客観シノニムとしていること
か判った.
さて, この未記破種が九州にどのように分布して
いるかは不明だ力1**, 図鑑等では sexcar inataの
分布に九州もあかっており, 画極が混同されている
可能性もあるので, お手持ちの標本をこ 調査いただ
ければ幸いである. また 尾ではあるか, これらの
検討は上記語氏のこ 動言とこ協力がなければ, でき
l fなかったものであり, 厚く御礼中し tげる次第で
ある.
追記 : ヨツポシヒラタシデムシ Den dr oxena

so:Mari nata MoTscHULsKY の利尻島の記録はな
いと思われるので, この機会にifき留めておきたい.

' 北ドイツ第三条_.の地 から1 化石,随pl  が知られる
' ' 務島山からは既に1,'1ノi(?t・ 他 (1969) により, sexcari

nata としての記 がある.

Nos 75. 76 ( Ma rch 1987)

l f ,  北海道利尻島,  10.  vil. 1973,  丸山清採集.
標本を恵与された丸山 清氏に御礼中し上け る.

参   考   文   献
FREUDE, H. ,

197 1 . Fami lie : Silphidae. In FREUDE, H.,
K.W. HARDE & G. A .  Lo HsE (eds ), Die Kli far
Mitteleuropas, 3 :190-201. Goecke & Evers, Krefeld.

LEWIS, G.,1888. Notes on the japanese species of Silpha.
Entomolog ist, 21 : 7-10.

MADGE, R.B., 1980 A catalogue of type-species in the

family Silphidae (Coleoptera). Ent. scand., 11 :353-
362.

MRoczKowsKI,  M.,  l966. Con t ribu tion t o the

Knowledge o f Silphidae and Dermestidae o f K o rea

lColeoptera1.  Ann.  zoot.,  WarszauJa, 23 : 433-443.
REITTER, E., 1908. Fauna Gem anica, Kli far, 2. 392

pp., 39 pls. K .G, Lutz Ver lag, Stut tgart.
ScHAUFUss, C., 1916. Catu)or 's Kli ferbuch. Einfuhrung

in die Kenntnis der Kafar Europas, l, 6ed. 709 pp ,
20pls. E. Schweizerbar t's Verlag., Stuttgart.
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図 l, Dendrorpna sp., :  ( JL州務島ll l v、「 ) . 図 2, D
seMar inata MOTs cHULsKY, イ、( 科1/、川 ,,1.,?法1111f ) ;
図 3, D quadrimacutata (ScopoLI ), .,' (Sweden 「; ).

(神 川 r l-座間ll] , 西川正明)
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0ホソムネコチピシデムシ下 島の記録 (チビシデ
ムシ科分布資料 5)
ホソムネコチビシデムシMesocatops Japonicus

(JEANNEL) は, 北海適, 本州, 四国*, 九州に分布
するが, 者の1 人今坂は下題島に渡島した際, 本
種を得ているので分布資料として報告する.

1 , 鹿児島県下題島尾岳, 18. vi. 1982 ; 1(i、l
9 , 同, 20. vi. 1982, 今坂採集.

*四国の記録は見山 博 (1977, 四国虫報 (21) :
109) によるか, 特に四国未記録としている訳では
ないので, それ以前に既に記録されているのであろ
う. なお末尾なから上記の四国111報を始め, 本科甲
に関する資重な文献を恵与され, かっこ 助言もい
ただいている久松定成先生に厚く御礼中しt-げたい.

(神奈川県座間市, 西川正明;
長崎県島原市, 今坂正一)

OAscotiocerus属のコメツキムシ: 触角の知覚孔
について
コメッキムシ類の触角は一般によく発達していて,
それぞれの種の生息に重要な役割をしているものと
思われるか, どのような知覚器官かそこに存在する
のかよくわかっていない.
ここにJ、したのはヒラタクロコメツキ Asco l io -

cerus saxati l is (LEWIS) の蝕角にみられる知覚器
と思われるもので, 触角の第4 節より第11 節にか
けて存在する. 孔の直径は約 10ｵ (図 A,  ↑) で
円筒形状をしていて, その孔の底には数個から10
個くらいの小孔か存在し, あたかも連根を輪切りに
したような形をしている (図 B) . この小孔の直径
は1~2 ｵ ほどで, その底にはおそらく知覚神経の
稍力'存在しているものと思われる. そして, これ
はおそらく奥覚を感知する器官ではないかと想像さ
れる.
コメツキムシ類の中には, このような明瞭な知覚

f'Lか認められるものと, よく存在かわからないもの
とかあり, 本種のように明瞭にみられる例は少ない.
また, このよく発達した知覚fLの存在か, 本種の生
tl条件にどのようにかかわりあっているのかは明ら
かではない.

(岡崎[ 、/_if同研究機構, 大平仁夫)
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0マメガムシの奇習
私力'まだ旧制中学の後半で, 山形県米沢市に住ん
でいた1938 年頃のことであるが, 友人のM君の
家の緑先に凝灰岩をく りぬいて造った手洗;本がおい
てあった. その中にはよく数頭のマメガムシReg-
imbertia attenuata (FABRIcIus) か泳いでいた
か, 縁先に腰を下して彼等の動作を見ていると, 時々
彼等は全く思いもよらない面白い動作を見せてくれ
た.
水垢の付着した手洗 の底や側面を這っていたも
のか, ぼっかりと水面に浮いて来ると間もなく, 空
気で銀色になった腹面を上にして, 要返しになって
水面の要側を歩き出すのだった. その様子は, まる
で水面か一枚の布ででもあるのかの構tこご く自然で
いささかも危な気のない歩き方であった. 彼等は,
恐らくは, 空気を模りに水面に現れ, そのまま水面
の裏側をつたい歩きをしたものであろう. 水面上
を表面張力によって歩行する はよく見かける力・,
水面の要面を泳ぐことなく, 歩行する虫はまだ他に
観察したことかない. 旧い書の記憶で恐縮ではある
か書き留めておく. (東京都 田谷区, 黑沢良彦 )
O Protaetia ( Calopotos ia) descarpentriesi

R LTER1978 の正体
フランスの故 Gaston RuTERは1978 年にパリ
自然史博物館昆虫部に所蔵されているR. 0BERTHiOR
のコレクション中の標本に基づき, 沖縄本島から
Pr・otaet ia (Ca1opotosia)  desca rpentriesi n.
sp. と奄美大島からその亜種 aeneon i tens n.
subsp. を記載した.
この記載を読んでみると, 前者は我々 がオオリュ
ウキュウハナムグリまたはリュウキュウオオハナム
グリと称している Pro taetia Leuutsi JANsoN, 1888
のシノニム, 後者は私かその亜種として奄美大島か
ら記載したP.  1.  leachi Y.  KUROSAWA, 1959
(アマミオオハナムグリ) のシ ニムに過ぎないこ
とか判る.  どうやらこの誤は有名なW. JUNKの
甲虫 l l録に Icu,Islか欠落していることか原因して
いるらしい.

参 考  文  献
JANSON, 0.E. 1888, On some species of Cetoni idae from

the Loo Choc Islands. Ann. Mag nat Hist., (6) 1 :
19 4 ~ 196

ScHENKLING, S., 1921. ta rn. Scarabaeidae, Subfam.
Cetoninae. In JUNK, W., & S. SCHENKLING (eds ),
Coteopterorum Catalogus, pars 72 : 1 ~ 431. Ber l in,
W . J UNK .

_輪'nl四郎. 中條通夫, 1939. 金m子Ill科. 目本fit:観越l l
分類1111, 第5 . -' 」ヒ市, 野Ill ,t'111.

KUROSAWA, Y. ,
1959. No tes on the Cetonid - beetles in

Japan and its adjacen t regions (Coleoptera, Scarabae-
idae).Buff natn. Sci. Mus., Tokyo, (44) : 337~340.

八田 i井 '1. 佐藤正 , 1971. f流球列島のッヤハナムグリ属,
1. 名:t二k?女子大学記要.(17) : 171~186.

RUTER, G., 1978. Contribution a l et ude des Cet onides
(Col., Scarabaeoidea). Buff. Soc. e n t. Fr., 83 : 125~
137. (東京都世田谷区, 黑沢良彦)
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0中国産の より発生したワタミ ヒゲナガソゥムシ
ワタミヒゲナガソ' ウムシ A raecerus fasci-

culatus (DE GEER, 1775) は, 世界各地に分布す
る小形のヒケ'ナガゾウムシである. この甲虫は, コ
メ, コムギ, ダイス, アズキ, インケ'ン,  トウモロ
コシ, アブラヤシ, コーヒー, コショウ, ニンニク,
トウガラシ, ヮタミ等の貯蔵農産物を食害すること
かこれまで知られている. また 者は, 1981 年に
ジャワ島東部を旅行中, 漢方薬を売っている店で,
容器の中の植物質の漢方薬の上を徘徊 している本種
を数頭採集したこと力'あり, また全く同様なことを
タイ国北部ででも経験している.
本請前前号 (第73 号) で江本 - 海老原 (1986)
は, 鉢植に使用する固形肥料で発生しているのを報
告したか, 今回'華者は九州大学農 化学科発酵学教
室の緒方端一哉助教授のこ lif-意により, 中国産の麹よ
り発生した本種を検する機会に恵まれた. 緒方博士
のこ教,]、によると, この麹は中国江蘇省無錫市二泉
酒工場産のもので, 黄酒 (老酒に近い) 用の米で作
られた趨で, Rhizopus属のカビか分離された,
とのことである. 者か検した標本は, 1986 年2
月中句に羽化した6 頭であるか, この他に博士こ 自
身のお手許や森本桂先生の所にも所蔵されている.
また同博士は幼!11 ・ 蛹をも同麹中より見出されてい
る.
来 なから, 種々 こ教示下さり, たいへん量重な
標本を提供して下さった緒方端裁博士に深謝申し上
げる. (東京農大, 妹尾俊男)
0ウェノ ヒラタゴミムシ静岡_県天城山の記録
ウエノヒラタゴミムシCotpodes (Atranodes)

uenoi (HABU) は, 山梨県富士山種l l木ケ原のi:ti
岩洞を基産地として記載された好地中性のヒラタゴ
ミムシである. 富士Ill周辺の溶岩洞では少なからず
採集されているようであるか, 他地域での記録とし
ては神奈川ll:1補根 (田尾, 1984. 甲 ニュース ,

No 64 : 8) の1 例のみである.
者は過日, 木下富大氏より恵与された歩行虫類

の標本中に 城山産の1 頭を見出したので報告して
おく.

1頭, 静岡県伊i-1 城山, 12. 11. 1979, 木下富
大採集.
資重な標本を恵与された本下富1、氏に厚くお礼中
し上げる. (神?・;川県川崎,11, 田尾美野留)
0フチドリヒメヒラタタマムシ関東平野にも産す
フチドリヒメヒラタタマムシ Anthaxia (Hap-

1anthaxia) primorJen.sis OBENBERGER 1935は,
国外ではシペリァ東部, 朝鮮1-島, 国内では北海道,
111形, 1島, 長野, 111梨, 岡111 ( 発表), .

一庫, 大
分 (末発表), 対島の各地から知られていたか, 関
東平野からは記録かなかった.

1986 年5 月 , 主に水生中 調査のため埼11県」ヒ
本市を‘'Jfれた国際商科大学の阿部光典教授は, 荒川
河川1改の雑本林のクヌギのスイー ビングにより本種
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を再度にわたって採集されたので下記に報告してお
く. 標本をこ恵与下さり, 発表を許された阿部教授
に深謝する.

1 (-?, 埼玉県北本市石土宿, 11. v. 1986, 4(イ' ?' ,
同, 13. v. 1986, 阿部光典採集.
大分県の標本については黑沢良彦博 t 岡山県に
ついては小林信 氏にこ教示を頂いた. また, 黒沢
博 tによれば, 対馬で6 月にアペマキのひこはえに
て多数が採集されている由. 資重なt ,11報をこ教,J一、 下
さった黑沢博士と小林氏に深謝する.

( 神奈川県横浜l ti, 秋山黄洋)
0ヤマ トオサムシダマシ群馬県の記録
比較的南の地方で採集されることの多いヤマトオ
サムシダマシ Biaps Japonens MARsEuLか
馬県藤岡市内で採集されたので報告する.
藤岡rti史編算委員の布施英明先生より自宅内で採
集されたという2 頭の甲虫の標本を見せて]11いたと
ころ,  うち1 頭か本種であった. 1'1の上をはってい
たということであるか, 西目本においても偶然に採
集されることか多い種であるので資重な記録と思わ
れる.

1 頭, 藤岡rli下栗須, 18. x. 1986, 布施英明採集.
なおもう1 頭はュミアシゴミムシタマシ Promo-

this υalgipes (MARsEuL) であり, やはり部屋の
中をはっていたということであるか,  こちらの方は
灯火にきた可能性もある. いずれにしても群.191県内
でのu-己録 は珍しいと思われるのであわせて報告して
おきたい.
1頭, 同, 11. x. 1986, 布施英明採 .

最後になったか画種についていろいろとお教え頂
いた益本イ_雄氏, 標本をトーさったイll施英明先生に対
し厚くお礼中し上げる. (群馬県01勢崎,ll, 須田亨)
e ll度阜,!果におけるミカワサビキコリの記録
ミカヮサビキコリAgrypnus( Agryprtus) mika-

uJaens is OHIRAは理知県混美 島地方で採集され
た16 頭の標本に基づ いて昨年記載されたばかりの
コメッキムシである. 外形は口本各地にMf-通にみら
れるサビキコリ A. ( A ) binodulus b inodulus
(MoTscHuLsKY) に類似するか, 体は細長く, 前
胸背板はより平行状を「.することなどにより区別す
ることかできる. f者はべルギー-E室自然科、f研究
所より同定依頼された標本の中から岐_自 県ft; の本ｳ重
を見いだしたので, ここに記録しておきたい. この
標本によって, 本種は1屋美、1-島たけではなく, より
内陸の地域にも生息していること力'明らかにな一, た.

1,, , Japan: Gifu, Kasamatsu, vi l954 S.
BREuNING vendit ( ベルギー l 室l」然科'J':研究所
所蔵 ) .

参 考 文 献
OHIRA, H., 1986. TwO n e w species and a new

subspecies of Elater idae fr o m Japan
(Coleoptera). Pap.  Ent.  pres.  Nlakane,
Tokyo, pp 213-218. (東東是1大, 鈴木 亙)
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01展良間列島の食葉性コ ガネムシ
者は, 最近沖縄本島の西方約 30 kmに位置す

る, 沖紐県慶良間列島にある渡嘉敷島および阿嘉島
で採集されたコガネムシを検する機会を得た. 沖縄
本島と距離的に近いため, 特にきわ立った差異はそ
れそ'れの種類に見られないか, ほとんど記録のない
地域であるので, ここに報告する. 本報を書くにあ
たり, 標本を快く提供下さった, 東京農業大学.尾_ft!
学研究室の南 雅之_氏、illびに, 伊藤 智氏に心より
お礼中し tけ る.
渡嘉数島, 2. v. l986, 南 雅之採集.

1. リュゥキュウカンショコガネ Apogonia
b icaυa ta ARRow 1 頭.
阿嘉島, 4. v l986.

2. オキナワクロコガネ Hoiot r ich ia 1oochooana
okinatuana ( NoMURA)

1頭, 伊藤 智採集.
3. オキナヮシロスジコガネPotyphyua schoen-
feidti BRENsKE

5頭, 伊藤 智採集 ; 2頭, 南 雅之採集.
4. サンカクスジコガネ Anomala t r iangu lar is
S CHONFELDT

16頭, 伊藤 智採集 ; 2頭, 南 雅之採集.
5. オキナワコカプトムシ Eophi leurus ch inensts
ok inatuanus NoMURA

1頭, 南 雅 採集.
6. オキナヮコアオハナムグリ ()xycetoniafor-
ttcuia /orticuia (JANsoN)

1 頭, 南雅之採集. (東J部練馬区, 小林裕和)
0山形県米沢市附近のナガゴミムシ類
山形ll-lにおける山地性のナガゴミムシ類の記録は
少ないと思われるので, 以下の4 を報 ・しておく.
1. ニ ツ コウオオズナ力' ゴミムシ Pte ros t ichus
(subg. ?) macrogenys BATES

l ,,' , 飯?t町小1 , 27. ix. 1986, l:野俊一一保集.
処沢の燒lリtで,  イイデコヤメクラチビゴミムシ

Trechiama (s. str ) haili S. UENo とともに採
集された.
2. エチゴオオズナガゴミムシ Pte rost ichus

(subg. ?) asahinus HABU et BABA
In , 米沢111111梨沢, 6. vi. 1986, 者採集.

第 75, 76 号 (1987 年 3 月 )

癡坑内に堆積した土石の下から, クサカリメクラ
チビゴミムシ T rechta m a (s . s tr ) kusa ka r i i S.
UENo とともに採集された.
3. タナカナガゴミムシ Pterostichus (Niatoe)
tat istyl is TANAKA

2 9 , 米沢市芝倉 ; 3 (-l、・1、, 米沢市糸■半, 6. vi.
1986, 者採集.

,」渓l半の石下より採集した. 本種の基産地は関東
の奥多摩・ 秩父山地で, 地方型と思われるものが中
部, 東海, 近畿北部を経て島取県東部まで広く分布
している. 分布の北限は新潟県妙高山や三国山地力'
知られているか, 東北地方から記録されるのは初め
てであろう. 米沢産の個体は, 基産地のものに比べ
ると雄の腹板末節の突出部かより顕著で強く波曲し,
やや2 片状に張り出している. 交尾器の右側片は,
先端か切断状ではないか, かなり幅広い.
4. ミズキ'ワナガゴミムシ erostichus ( Ma ioe)
asymmetricus BATES

2 , 米沢市山梨沢 ; 1 ・f , 米沢市糸I半 ; 4 2
99 , 米沢市芝倉, 6. vi. 1986, 者採集.
山梨沢の個体は提坑の入l l で採集したもので, 複
眼の後方かふくらんでいるか, 他のものは, ふくら
みか弱い. 陰基の先端は, すべて側方へまるく張り
出すヘラ型 (spatuli form type). 右側片は, かな
り細長い.
なお, 米沢市産の3 種は, チビゴミムシ類調査
のために同地を訪ねられた国立科学博物館の上野俊
一博士に随行した際に採集したものである. 地中性
歩行虫捕獲のためのトラップ設lu  という興味深い実
習の機会をあたえてくたさり, 多大のこ教示を頂い
た上野博士, ならびに現地でお世語になった東北の
自然社の草刈広一氏に末尾なから厚くお礼中し上げ
る. ( T-集一県船橋 rli , 笠原須磨生)
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昆虫の器具は「志資昆虫」へ
l l 本一はじめてできた有頭」i ｶ、ll・ !  
1, 2, 3, 4, 5- i- (各号100本 l80円)
なお, 有頭11-00,0 i-もで:? ました。その他, 採集,
標本整理用各f,「l 器f lも取描iえてあります。
〒 150 東京都渋谷区渋谷1 T日 7 - 6
,i i ‘1 (03) 409 - 6401 (ムシは一ばん)
振 替 東京 21129

志賀 .昆 虫普及社

タツミの昆虫採集器具
ドイツ型標本和 木製大 ￥ 5,000, ;ll,1J合板製

インロー型標本411中￥1,700, 送料一和にっき都
内}多_第一地特 : 3 個以下￥1,300,  4 個以上￥850
(以下同様), 第2 地 f￥1,500,  ￥950, 第3 地帶
￥1, 700,￥1,050, l、他, 各種器具, 針などを製作
a 續рｵ:  ます。ガタ1二 ,グを御請求下さい。(  ￥ 60

タ ツ ミ   製  作  所
〒 113  束京都文京区1易島 2-212-25

電 ,1「 (03)811 - 4547, 振答 6 - 113479
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